
師団長褒章受賞者紹介師団長褒章受賞者紹介

令和３年度第39戦闘団冬季訓練検閲令和３年度第39戦闘団冬季訓練検閲
・関連記事　３面・関連記事　３面

新成人92名、決意を新たに新成人92名、決意を新たに

令和４年弘前駐屯地成人式令和４年弘前駐屯地成人式
・関連記事　４面・関連記事　４面

令和３年度第39戦闘団冬季訓練検閲　・関連記事　２面令和３年度第39戦闘団冬季訓練検閲　・関連記事　２面

部隊・中隊の名誉と誇りをかけて部隊・中隊の名誉と誇りをかけて
力走力走

第９偵察隊・第３普通科直接支援中隊第９偵察隊・第３普通科直接支援中隊
令和３年度冬季戦技競技会令和３年度冬季戦技競技会
・関連記事　５面・関連記事　５面

転出者27名は新任地へ旅立ち、転出者27名は新任地へ旅立ち、
転入者27名は新しい風をもたらす転入者27名は新しい風をもたらす

駐屯地転出・転入行事駐屯地転出・転入行事
・関連記事　６面・関連記事　６面

第39戦闘団第39戦闘団
冬季訓練検閲任務完遂！冬季訓練検閲任務完遂！

― 業務予定 ―
●＃１連隊射撃野営
　（４月４日～10日）

●春季岩手山演習場整備
　（５月10日～５月25日）

●＃２連隊射撃野営
　（６月６日～６月10日）

発　　行

弘前市防衛協会

事務局：弘前商工会議所内
住所 弘前市上鞘師町18-1

電話 33－４１１１㈹

印 刷 　 小 野 印 刷
弘前市富田町52
電話 32－７４７１
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命令下達 敵第１線陣地への攻撃

各中隊及び隊員の準備状況点検の様子 夜間のスキー行進に挑む隊員

第39戦闘団 冬季訓練検閲任務完遂！第39戦闘団 冬季訓練検閲任務完遂！
令和３年度第39戦闘団冬季訓練検閲令和３年度第39戦闘団冬季訓練検閲

警戒行動の様子 偵察活動

　
第
三
十
九
戦
闘
団
（
戦
闘
団
長

：

天
内

一
佐
）
は
、
二
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
令
和

三
年
度
第
三
十
九
戦
闘
団
冬
季
訓
練
検
閲

を
受
閲
し
た
。

　
こ
の
検
閲
は
、
ス
キ
ー
行
進
及
び
独
立

的
に
行
動
し
攻
撃
に
任
ず
る
戦
闘
団
と
し

て
の
行
動
を
検
閲
課
目
と
し
、
冬
季
に
お

け
る
部
隊
の
練
度
に
つ
い
て
評
価
を
受
け

る
と
と
も
に
、
今
後
の
冬
季
に
お
け
る
訓

練
の
資
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

た
。

　
十
四
日
、
岩
手
山
演
習
場
（
山
吹
平
周

辺
）
に
お
い
て
、
各
中
隊
及
び
隊
員
の
準

備
状
況
を
点
検
し
た
。
続
い
て
、
演
習
場

内
に
お
い
て
十
四
日
夕
刻
か
ら
十
五
日

未
明
に
か
け
て
約
二
十
ｋ
ｍ
の
距
離
を

ス
キ
ー
行
進
。
場
所
に
よ
っ
て
は
積
雪
が

少
な
く
地
面
が
露
出
し
て
い
る
場
所
も
あ

り
、
隊
員
は
限
ら
れ
た
練
成
期
間
で
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
踏
破
し
た
。

　
行
進
後
、
戦
闘
団
は
攻
撃
準
備
に
移
行

し
、
十
七
日
早
朝
、
敵
第
一
線
陣
地
を
速

や
か
に
攻
撃
奪
取
。
全
て
の
任
務
を
完
遂

し
た
。

　
連
隊
は
、
引
き
続
き
積
雪
寒
冷
地
部
隊

と
し
て
の
任
務
を
全
う
す
る
た
め
、
訓
練

に
励
む
。
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師団最先任上級曹長から Good job card を
授与された隊員

冬
季
戦
闘
団
検
閲

　
　
師
団
長
褒
章
受
賞
者
紹
介

冬
季
戦
闘
団
検
閲

　
　
師
団
長
褒
章
受
賞
者
紹
介

師団長褒章を授与された隊員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
猛
威
を
振
る
う
中
、

行
わ
れ
た
冬
季
戦
闘
団
検
閲
に
情
報
陸
曹
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
二
科
の
勢
力

が
半
数
の
中
の
指
揮
所
活
動
で
し
た
。
少
な
い
人
員
の
中
、

情
報
小
隊
本
部
と
連
携
し
て
斥
候
が
入
手
し
た
情
報
を
迅
速

に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
戦
闘
団
の
任
務
完
遂
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

連
隊
本
部

　
第
二
科

　
情
報
陸
曹

�

二
等
陸
曹

　
道
川
　
吏
駆

　
今
回
、
冬
季
戦
闘
団
検
閲
に
参
加
し
て
、
自
分
の
体
力
・

気
力
・
ス
キ
ー
技
術
等
の
練
度
不
足
を
認
識
し
た
為
、
今
後

は
、
斥
候
組
長
と
し
て
指
揮
能
力
及
び
自
身
の
体
力
・
技
術

の
向
上
に
努
め
、部
隊
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
部
管
理
中
隊

　
斥
候
員

�

三
等
陸
曹

　
工
藤
　
　
陸

　
今
回
、
初
め
て
個
人
携
帯
対
戦
車
弾
手
と
し
て
冬
季
戦
闘

団
検
閲
に
参
加
し
ま
し
た
。
攻
撃
間
、
敵
戦
車
を
発
見
し
分

隊
長
の
指
揮
下
で
側
面
か
ら
の
射
撃
に
よ
り
撃
破
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
さ
ら
に
第
一
線
部

隊
の
一
員
と
し
て
練
成
に
励
み
た
い
で
す
。

第
一
中
隊

　
個
人
携
帯
対
戦
車
弾
手

�

陸
士
長

　
有
馬
　
龍
星

　
今
回
の
冬
季
戦
闘
団
検
閲
は
、
特
に
若
年
隊
員
に
と
っ
て

も
辛
い
経
験
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
０
脚
の
大
平
一
士
も

そ
う
で
し
た
。

　
猛
吹
雪
の
歩
哨
後
、
半
べ
そ
を
か
い
て
い
る
と
先
輩
に
よ

り「
何
泣
き
そ
う
な
面
し
て
ん
だ
！
」と
激
励
さ
れ
た
記
憶
が

蘇
り
ま
す
。
今
回
の
経
験
を
継
承
し
未
来
あ
る
後
輩
の
た
め

思
い
や
り
を
持
っ
て
共
に
励
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
中
隊

　
狙
撃
手

�

二
等
陸
曹

　
大
平
　
隼
人

　
今
回
の
冬
季
戦
闘
団
検
閲
に
参
加
し
て
、
与
え
ら
れ
た
任

務
を
最
後
ま
で
生
存
し
て
達
成
で
き
て
良
か
っ
た
。
冬
季
の

植
生
の
中
で
敵
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
な
く
経
路
を
選
定
し
敵

を
先
に
発
見
し
観
測
し
て
く
れ
た
観
測
手
や
各
種
状
況
を
判

断
し
指
揮
し
て
く
れ
た
班
長
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
切
磋
琢
磨

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
四
中
隊

　
狙
撃
手

�

二
等
陸
曹

　
千
葉
　
達
哉

　
冬
季
戦
闘
団
検
閲
に
対
し
、
小
銃
小
隊
長
と
し
て
い
か
に
中

隊
が
連
隊
の
任
務
達
成
で
き
る
か
を
考
え
臨
み
ま
し
た
。

　
師
団
長
表
彰
は
、
私
個
人
で
は
な
く
小
隊
と
し
て
受
賞
し

た
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
糧
に
小
隊
の
精
強
化
で

き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

第
三
中
隊

　
小
銃
小
隊
長

�

三
等
陸
尉

　
井
澤
　
和
央

　
今
回
、
通
信
班
長
と
し
て
中
隊
通
信
網
の
維

持
・
運
営
に
あ
た
り
大
き
な
混
線
も
な
く
適
切

に
運
営
で
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
通
信
班
長
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
今
後

の
訓
練
に
活
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
迫
撃
砲
中
隊

通
信
班
長

　
三
等
陸
曹

�

　
佐
藤
　
博
昭

8,000
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記念撮影 座禅に集中する新成人者 自ら進んで警策を打たれる新成人者

凛々しく成長した新成人者 天内司令による式辞 決意表明を述べる佐香３曹

新成人92名、決意を新たに新成人92名、決意を新たに
令和４年弘前駐屯地成人式令和４年弘前駐屯地成人式

　
弘
前
駐
屯
地
（
司
令

：

天
内
一
佐
）
は

一
月
七
日
、
令
和
四
年
弘
前
駐
屯
地
成
人

式
を
実
施
し
た
。
今
年
は
駐
屯
地
所
在
部

隊
の
隊
員
九
十
二
人
が
成
人
を
迎
え
、
当

日
は
訓
練
の
た
め
参
加
で
き
な
い
隊
員
を

除
く
八
十
五
人
が
出
席
し
た
。

　
式
は
、
櫻
田
宏
弘
前
市
長
、
各
協
力
団

体
の
会
長
等
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
と

駐
屯
地
各
部
隊
長
等
の
立
席
の
も
と
実
施

さ
れ
た
。
又
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
よ
り
声
を
出
し
て
の
国
歌

斉
唱
を
中
止
す
る
な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら

れ
た
。

　
式
に
お
い
て
天
内
司
令
は
「
成
人
お
め

で
と
う
。『
社
会
人
・
自
衛
官
と
し
て
成

人
の
意
義
を
自
覚
せ
よ
。』、『
自
ら
の
行

動
を
も
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
具
現
せ

よ
。』、『
挑
戦
せ
よ
。』
の
３
点
を
要
望

し
、
諸
官
の
限
り
な
い
可
能
性
と
今
後
大

い
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
。」
と
式
辞
。

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
第
三
普
通
科

直
接
支
援
中
隊
の
佐
香
晃
己
三
曹
が
決
意

表
明
し
、「
目
標
を
見
失
わ
ず
若
者
ら
し

く
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、
弘
前
市
民
の

一
人
と
し
て
社
会
に
、
そ
し
て
自
衛
官
と

し
て
組
織
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
貢
献
で
き

る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。」
と
力
強

く
述
べ
た
。

　
午
後
、
新
成
人
者
は
弘
前
市
内
の
寺
院

（
盛
雲
院
）
に
移
動
し
、
座
禅
を
体
験
。

二
十
歳
と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎
え
、
自

身
の
責
任
と
義
務
を
醸
成
す
る
記
念
す
べ

き
日
と
な
っ
た
。
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激走し、すべてを出し切った隊員

快晴の中、岩木山麗を激走！！快晴の中、岩木山麗を激走！！
令和３年度第９偵察隊　冬季戦技競技会令和３年度第９偵察隊　冬季戦技競技会

晴天の中、懸命に走る分隊機動の隊員

アキオをえい航は精鋭の証

スタート前に気合を入れる隊員

10キログラムの背嚢を背負い、力走する隊員 スタートを待つ隊員

隊員一人一人がライバル 中隊長も力走

中隊の名誉と誇りをかけて力走！！中隊の名誉と誇りをかけて力走！！
令和３年度第３普通科直接支援中隊　冬季戦技競技会令和３年度第３普通科直接支援中隊　冬季戦技競技会

　
第
九
偵
察
隊
（
隊
長

：

久
下
谷
二
佐
「
当
時
」）
は
三
月
九

日
、
弘
前
演
習
場
周
辺
に
お
い
て
、
令
和
三
年
度
隊
冬
季
戦
技

競
技
会
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
競
技
会
は
、
積
雪
寒
冷
地
部
隊
と
し
て
必
要
な
技
能
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
士
気
の
高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を
図

る
事
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。

　
隊
員
は
、
分
隊
機
動
の
部
（
十
名
で
計
百
七
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
）、
個
人
機
動
の
部
（
背
嚢
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
分
か
れ
、

鉄
帽
・
装
具
を
装
着
し
、
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
力

走
し
た
。

　
競
技
会
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
競
技
会
日
和

と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
年
の
時
期
と
比
べ
て
気
温
が

非
常
に
高
く
、
隊
員
達
を
苦
し
め
た
が
、
日
頃
か
ら
の
練
成
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
部
隊
の
士
気
の
高
揚
に
繋
が
っ
た
。

　
結
果
は
、
本
部
付
隊
が
分
隊
機
動
の
部
で
優
勝
、
第
一
偵
察

小
隊
が
総
合
優
勝
し
た
。

　
第
九
後
方
支
援
連
隊
第
二
整
備
大
隊
第
三
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
（
中

隊
長
・
矢
野
三
佐
「
当
時
」）
は
、
二
月
二
十
四
日
、
弘
前
駐
屯
地
グ
ラ

ウ
ン
ド
及
び
ラ
グ
ビ
ー
場
に
お
い
て
令
和
三
年
度
中
隊
冬
季
戦
技
競
技
会

を
実
施
し
た
。

　
こ
の
競
技
会
は
、
冬
季
戦
技
能
力
の
向
上
、
団
結
の
強
化
、
士
気
の
高

揚
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
。
隊
員
は
、
鉄
帽
・
装
具
・
背
嚢
（
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
）
を
背
負
い
、
訓
練
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
全
長
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
中
隊
の
名
誉
と
誇
り
を
か
け
て
力
走
し
た
。
ま

た
、
コ
ー
ス
上
で
は
同
僚
隊
員
が
声
援
を
送
る
な
ど
部
隊
の
団
結
及
び
士

気
の
向
上
を
図
る
事
が
出
来
た
。

　
中
隊
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
発
揮
し
積
雪
寒
冷
地
部
隊
と
し
て
の
任

務
を
全
う
す
る
た
め
、
引
き
続
き
冬
季
の
訓
練
に
励
む
。
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転出者27名は新任地へ旅立ち、
　　　転入者27名は新しい風をもたらす
転出者27名は新任地へ旅立ち、
　　　転入者27名は新しい風をもたらす

駐屯地転出・転入行事駐屯地転出・転入行事

転入者代表挨拶転出者の記念撮影駐屯地一同で盛大に見送り

転入部隊長紹介転入部隊長紹介定年退官者の紹介
（一月～三月）

定年退官者の紹介
（一月～三月）

永年の勤務、お疲れ様でした。永年の勤務、お疲れ様でした。

　
弘
前
駐
屯
地
（
司
令

：

天
内
一
佐
）

は
三
月
十
日
、
定
期
異
動
に
伴
い
転
出

行
事
を
実
施
し
た
。

　
今
回
の
定
期
異
動
で
、
幹
部
十
名
、

曹
士
十
七
名
が
北
は
北
海
道
（
留

萌
）、
南
は
九
州
（
相
浦
）
へ
異
動
と

な
っ
た
。
天
内
司
令
は
送
別
の
辞
に
お

い
て
「
職
務
遂
行
上
、
隊
務
運
営
上
の

必
要
性
と
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
新
し

い
部
隊
で
新
し
い
風
を
吹
か
せ
る
事
を

期
待
す
る
」
と
激
励
し
た
。

　
転
出
行
事
終
了
後
は
各
部
（
中
）
隊

ご
と
に
紹
介
行
事
を
行
っ
た
後
、
駐
屯

地
全
員
が
隊
舎
前
の
メ
イ
ン
道
路
に
整

列
し
、
転
出
者
は
見
送
り
を
受
け
、
万

歳
三
唱
と
大
勢
の
拍
手
の
中
、
新
任
地

へ
と
旅
立
っ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
二
十
二
日
に
は
臨
時
駐
屯
地

朝
礼
に
お
い
て
転
入
者
の
紹
介
行
事
を

行
っ
た
。
新
た
な
戦
力
と
し
て
、
幹
部

十
一
名
、
准
曹
十
六
名
の
計
二
十
七
名

が
加
わ
っ
た
。
行
事
で
は
当
初
、
着
任

部
隊
長
が
紹
介
さ
れ
、
一
人
ず
つ
挨
拶

を
述
べ
た
。
続
い
て
転
入
者
が
紹
介
さ

れ
、
代
表
者
が
「
各
部
隊
で
即
戦
力
と

な
れ
る
よ
う
に
、
日
々
精
進
し
て
い
き

ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　
天
内
司
令
は
転
入
者
に
対
し
「
二
十

七
名
の
転
入
者
の
皆
さ
ん
、
よ
う
こ
そ

弘
前
駐
屯
地
へ
。
弘
前
駐
屯
地
を
更
に

輝
か
せ
る
た
め
に
は
、
全
国
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
の
新
し
い
風
が
不
可

欠
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
基
盤
と
し

て
、
駐
屯
地
が
更
に
進
化
す
る
原
動
力

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
訓
示
し

激
励
し
た
。

　
転
入
者
を
含
め
た
新
た
な
弘
前
駐
屯

地
の
、
今
後
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

■
本
部
管
理
中
隊

　
三
等
陸
尉

　
佐
藤

　
　
仁

　
准

陸

尉
　
工
藤

　
幸
彦

　
准

陸

尉
　
工
藤

　
好
也

　
陸

曹

長
　
手
塚

　
　
真

■
第
一
中
隊

　
准

陸

尉
　
鈴
木

　
勇
一

■
第
二
中
隊

　
三
等
陸
尉

　
藤
本

　
和
仁

■
第
三
中
隊

　
三
等
陸
尉

　
平
山

　
　
寛

■
第
四
中
隊

　
准

陸

尉
　
工
藤

　
　
悟

■
重
迫
撃
砲
中
隊

　
准

陸

尉
　
齋
藤

　
　
健

第９偵察隊長
２等陸佐

白　﨑　日出海

第１中隊長
３等陸佐

細　川　勝　人

第２中隊長
1等陸尉

吉　川　純　一

第３普通科直接支援中隊長
１等陸尉

大　谷　典　男

偵察直接支援小隊長
２等陸尉

佐々木　祐　治

会計隊長
２等陸尉

高　橋　佑　太
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